


新
年
明
け
ま
し
て

　

お
め
で
と
う

　
　

ご
ざ
い
ま
す
。

　　

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
希
望

に
満
ち
た
新
し
い
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
は
、「
富
士
山
」
の

ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
登
録
や

２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
誘
致

が
実
現
す
る
な
ど
、
国
際
的
に

明
る
い
話
題
が
あ
っ
た
一
方
、

東
シ
ナ
海
を
め
ぐ
る
中
国
、
韓

国
と
の
緊
張
関
係
が
続
く
な

ど
、
外
交
的
に
は
多
難
な
一
年

で
し
た
。

　

さ
て
、
我
が
国
見
町
に
お
き

ま
し
て
は
、
い
ま
だ
に
東
日
本

大
震
災
や
東
京
電
力
福
島
第
１

原
子
力
発
電
所
の
事
故
か
ら
の

復
興
の
途
上
に
あ
り
、
除
染
対

策
、
県
北
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
汚

泥
問
題
、
健
康
管
理
事
業
、
風

評
被
害
対
策
を
は
じ
め
、
解
決

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
を

打
破
し
、
安
全
・
安
心
な
「
明

る
い
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
国
見

町
」
を
町
民
の
皆
さ
ん
と
一
丸

と
な
っ
て
作
り
上
げ
る
こ
と

が
、
引
き
続
き
、
私
へ
課
せ
ら

れ
た
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

平
成
24
年
11
月
の
町
長
就
任

以
来
、
１
年
１
ヶ
月
が
経
過
し

ま
し
た
が
、
こ
の
間
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に

よ
っ
て
、
町
内
７
箇
所
に
除
染

の
仮
置
場
を
選
定
し
、
住
宅
除

染
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
県
北
流
域
下
水
道
浄
化

セ
ン
タ
ー
の
汚
泥
に
つ
い
て

は
、飯
舘
村
の
ご
配
慮
に
よ
り
、

減
容
化
を
行
っ
た
上
で
、
搬
出

で
き
る
見
込
み
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
間
の
損
害
賠
償
に
つ

き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
地
域

住
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
東

京
電
力
に
対
し
、
粘
り
強
く
要

求
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
国
見
町
の
中
核
産
業

で
あ
る
農
業
の
振
興
を
図
る
た

め
、
国
見
町
で
生
産
さ
れ
た
桃

や
、
昨
年
出
荷
再
開
で
き
た
ア

ン
ポ
柿
等
の
Ｐ
Ｒ
に
も
引
き
続

き
取
り
組
み
、
風
評
被
害
の
払

し
ょ
く
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
震
災
の
教
訓
を
今
後
に

活
か
す
「
東
日
本
大
震
災
検
証

委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
ア
ン
ケ
ー
ト
い
た

だ
き
な
が
ら
、
当
時
の
対
応
の

反
省
の
も
と
に
今
後
の
取
り
組

み
内
容
に
つ
い
て
の
検
討
も
進

め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
岐
阜
県
池
田
町
や
北
海

道
ニ
セ
コ
町
な
ど
の
間
で
「
災

害
時
相
互
応
援
協
定
」
を
締
結

し
、
大
災
害
時
の
相
互
応
援
を

行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
見
町
の
活
気
を
取

り
戻
す
元
気
・
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
事
業
と
し
て
は
、
昨
年

4
月
に
は
観
月
台
公
園
の
「
桜

の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」
を
行
い
、

町
内
外
に
国
見
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る

と
と
も
に
、
8
月
に
は
「
商
工

会
青
年
部
」
に
よ
る
「
夏
祭
り
」

を
支
援
し
、9
月
23
日
に
は「
復

興
・
絆
」
く
に
み
の
日
事
業
と

し
て
「
第
18
回
義
経
ま
つ
り
」

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
商
店
街

で
の
武
者
行
列
を
復
活
い
た
し

ま
し
た
。
特
に
義
経
ま
つ
り
で

は
、
町
内
外
か
ら
約
3
万
人
も

の
方
々
に
お
い
で
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
、
国
見
町
を
大
き
く

Ｐ
Ｒ
し
、
国
見
町
の
魅
力
を
発

信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
23
日
に
は
、「
明

日
へ
。
復
興
・
き
ず
な
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
実
行
委
員
会
」
を

中
心
に
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
参

加
を
頂
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
心

に
「
灯
」
を
灯
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
「
キ
ャ
ン

ド
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
」
や
「
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式
」
を
行

い
ま
し
た
。
12
月
23
日
に
は
、

2
回
目
の
「
キ
ャ
ン
ド
ル
パ
ー

テ
ィ
ー
」と「
あ
つ
か
し
山
ビ
ッ

グ
ツ
リ
ー
点
灯
式
」
を
行
い
、

復
興
へ
の
願
い
を
新
年
に
繋
ぐ

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
本
年
は
、
こ
れ
ま
で

検
討
い
た
だ
い
て
き
た
廃
校
利

用
に
つ
い
て
の
建
議
や
「
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員

会
」
に
お
い
て
検
討
し
て
い
た

だ
い
た「
交
流
の
場
の
あ
り
方
」

に
係
る
建
議
を
も
と
に
、「
道

の
駅
」
を
含
め
た
「
交
流
の
場
」

の
整
備
等
に
つ
い
て
、
農
・
商
・

工
の
各
分
野
の
皆
さ
ん
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
一
歩
一
歩
で
は

あ
り
ま
す
が
、
着
実
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
3
月
29
日
に

は
、
国
見
町
が
誕
生
し
て
60
年

の
記
念
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
復
興
途
上
の
中
で
は

あ
り
ま
す
が
、
還
暦
を
迎
え
る

国
見
町
に
と
っ
て
飛
躍
の
年
と

な
る
よ
う
、
ま
た
町
民
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て
良
い
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
、
心
よ
り
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

国
見
町
長　

　

太　

田　

久　

雄

平
成
平
成
2626
年年

 
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
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パーシモンキャンドルパーティー

みんなの思いが届きますように・・・
国見のあんぽ柿の復活を願い

今年も心を込めて
一つひとつの灯りをともしました。

　冷たい風が吹く 12 月 12 日、藤田駅前にたくさ
んのボランティアが集まり、柿が入ったペットボ
トルを並べ、灯をともしました。

　「町を元気に、明るくしたい」、「町全域であんぽ
柿の生産が再開できますように」との思いを込め
た取り組みです。

❷❷❶❶

❺❺

❹❹

❸❸

❼❼❻❻

　

今
年
で
二
回
目
の

「
パ
ー
シ
モ
ン
キ
ャ
ン
ド

ル
パ
ー
テ
ィ
ー
」。
今
年

は
、
昨
年
よ
り
も
多
く
の

柿
を
準
備
し
ま
し
た
。

　

事
の
始
ま
り
は
、
丹
精

込
め
て
作
っ
た
柿
が
原
発

事
故
後
収
穫
さ
れ
て
も
、

廃
棄
処
分
さ
れ
て
し
ま
う

こ
と
。
柿
へ
の
「
鎮
魂
」

を
し
よ
う
…
。
柿
を
利
用

し
て
何
か
で
き
な
い
か
。

そ
ん
な
熱
い
思
い
を
抱
い

た
人
々
が
、
み
ん
な
で
相

談
し
、
そ
し
て
、
地
区
の

人
々
か
ら
ヒ
ン
ト
を
も
ら

い
開
催
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

今
年
三
年
ぶ
り
に
、
モ

デ
ル
地
区
で
あ
ん
ぽ
柿
の

加
工
が
開
始
さ
れ
ま
し
た

が
、
ま
だ
一
部
で
す
。
来

年
こ
そ
は
、
全
量
が
加
工

で
き
る
年
に
な
っ
て
欲
し

い
。そ
ん
な
気
持
ち
か
ら
、

今
年
も
９
２
３（
く
に
み
）

明
る
く
し
隊
の
皆
さ
ん
が

「
あ
っ
た
か
い
」
キ
ャ
ン

ド
ル
を
灯
し
ま
し
た
。

　

～今月の表紙～

　毎年恒例のあつかし山
ビックツリー。今年も、

町民の皆さんのご協力で、

実施することができまし

た。ご協力いただきまし

た、皆さん本当にありが

とうございました。

❶キャンドルを見つ❶キャンドルを見つ

める高校生❷復興をめる高校生❷復興を

信じ、一つひとつ思信じ、一つひとつ思

いをこめて❸廃棄さいをこめて❸廃棄さ

れるはずの柿。でも、れるはずの柿。でも、

光を入れて再出発❹光を入れて再出発❹

明日の国見の復興を明日の国見の復興を

信じ❺❻みんなで力信じ❺❻みんなで力

を合わせ❼一人ひとを合わせ❼一人ひと

りの思いが・・・りの思いが・・・
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❽

観月台公園から見えるビックツリー

とイルミネーション

　

21
回
目
を
迎
え
た
あ
つ
か
し
山
ビ
ッ
グ
ツ
リ
ー
。
今

年
は
、「
明
日
へ
。
復
興
・
き
ず
な
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」

と
併
せ
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ビ
ッ
グ
ツ
リ
ー
点
灯
式
が
上
野
台
運
動
公

園
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
で
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
表
彰
式

も
併
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
ぺ
ん
ぎ
ん
ナ
ッ
ツ
の
軽
妙

な
進
行
も
あ
り
、
お
笑
い
ラ
イ
ブ
で
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
、
約
５
０
０
名
の
方
が
キ
ャ
ン
ド
ル
に
灯
り

を
灯
し
な
が
ら
幻
想
的
な
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

午
後
5
時
に
ぺ
ん
ぎ
ん
ナ
ッ
ツ
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

で
、
阿
部
初
男
き
ず
な
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
実
行
委
員

長
、
佐
久
間
友
一
ビ
ッ
グ
ツ
リ
ー
実
行
委
員
長
、
太
田

久
雄
町
長
、
八
島
博
正
議
長
、
そ
し
て
、
亀
岡
偉
民
復

興
大
臣
政
務
官
も
一
緒
に
点
灯
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
、
阿

津
賀
志
山
の
頂
上
に
ビ
ッ
グ
ツ
リ
ー
が
点
灯
し
ま
し

た
。
上
野
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
花
火
が
打
ち
上
げ
ら

れ
冬
の
夜
空
に
ビ
ッ
グ
ツ
リ
ー
と
花
火
の
競
演
が
実
現

し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
商
工
会
青
年
部
の
国
見
お
で
ん
と
果か

な

こ
菜
米

く
に
み
の
お
汁
粉
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
各
地
区
に
お
い
て
も
キ
ャ
ン
ド
ル
パ
ー
テ
ィ
ー

が
開
か
れ
、
幻
想
的
な
夜
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　冬の風物詩、あつかしやまビックツリー。
　この巨大ツリーには、多くの方の協力と想いが
込められています。

ビックツリー共演

阿津賀志山の展望台にやぐらを組んで

阿津賀志山での作業の様子

2人で力を合わせて点灯

グリーンアリーナに出現した

クリスマスツリー
県北中学校美術部の

作品

心までほかほか

第２回第２回
キャンドルパーティーキャンドルパーティー

イルミネーション表彰式で個人の
部「とってもすばらしいで賞」の
安藤典夫さん
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※普通会計とは、水道事業会計など公営企業会計等を除く一般会計を主とする会計を
　いいます。
※人件費には、一般職の給与の外、特別職（町長等、議会議員、非常勤の特別職）　
及び嘱託員に支給される報酬等を含みます。

職
員
の
給
与
等
の
状
況

職
員
の
給
与
等
の
状
況　
　
　
　

平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
の
「
地
方
公
務
員
給
与
実
態
調
査
」
な
ど
を

基
に
し
た
町
職
員
の
給
与
等
の
状
況
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

１．人件費の状況（平成 24年度普通会計決算）
住民基本台帳人口H25.3.31 歳出総額（A） 実質収支 人件費（B） 人件費率（B/A）

10,004 人 6,176,747千円 539,119 千円 888,178 千円 14.38％

２．職員給与費の状況（平成 24年度普通会計決算）
職員数
（Ａ）

給与費 1人当りの
給与費（B/A）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

86人 306,007 千円 63,836 千円 126,318 千円 496,161 千円 5,770 千円

※職員手当に退職手当は含みません。

３．職員の平均給料及び平均年齢

区　分 国見町 福島県
平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 318,324 円 40.0 歳 338,300 円 43.2 歳
※一般行政職とは、資格職等を除く職員をいいます。
※町では、独自に給料の減額を行っています。（Ｈ 20 ～ 23 年度上限 3％減額、Ｈ
24年度上限額 2％減額、Ｈ 25年度上限 1％減額）

４．職員の初任給及び経験年数別給料月額の状況

区　分 初任給 経験年数
10年 20年

一般行政職 大学卒 181,800 円 264,500 円 369,600 円
高校卒 146,900 円 218,200 円 312,800 円

※経験年数とは、卒業後直ちに採用された場合は採用後の年数を、採用前に民間歴
　などがある場合は、その期間を換算し採用後の年数に加算した年数をいいます。

５．一般行政職の級別職員数
区　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 合計標準的な職務 主事 主事 主査 主任主査 課長・主幹 総務課長・参事

職員数（人） 6 10 22 21 10 3 72
構成比（％） 8.3 13.9 30.5 29.2 13.9 4.2 100.0

期末勤勉
手　　当

区分 6月期 12月期 合計
期末手当 1.225 月分 1.325 月分 2.55 月分
勤勉手当 0.675 月分 0.675 月分 1.35 月分

制度上の段階、職務の級による加算措置あり。
平均支給月数は平成 25年 12月 1日現在です。

退職手当

区分 勤続 20年 勤続 25年 勤続 35年 最高限度

自己都合 23.03 月分 32.83 月分 46.55 月分 55.86 月分

定年・勧奨 28.7875月分 38.955 月分 55.86 月分 55.86 月分

時間外
勤務手当

正規の時間を超えて勤務したときに支給される手当です。
平成 24年度総支給額（選挙手当を除く）32,847 千円
職員 1人当り 326 千円（年額）

6．職員手当の状況

7．特別職等の報酬など
給料（報酬）月額 期末手当

町　長 753,390 円（1％減後） 議　長 304,200 円
（10％減後）   6 月期　1.40 月分

副町長 601,920 円（1％減後） 副議長 236,220 円
（7％減後） 12月期   1.55 月分

教育長 564,300 円（1％減後） 議　員 216,600 円
（5％減後） 合計  　2.95 月分

8．部門別職員数の状況
一般行政部門 特別行政 公営企業等

合計
部　門 議会 総務 企画

商工 税務 民生 衛生 農林 土木 合計 教育 水道・下水道
その他

平成 24年度 2 20 ４ 9 13 6 8 6 68 18 15 101
平成 25年度 2 20 6 9 12 8 7 6 70 20 15 105
増　減 0 0 2 0 △ 1 2 △ 1 0 2 2 0 4

※増減の主な理由は、組織機構の見直しによるものです。
※条例上の定数は 121 人です。

特殊勤務
手　　当

危険・困難・不快・不健康な業務に従事する
職員に対して支給される手当です。
手当の種類　12種類　
　　　　　　代表的な手当　徴税事務職員
※平成20年4月1日から当分の間支給を停止しています。

扶養手当

配偶者 13,000 円、扶養親族それぞれ 6,500
円（ただし、配偶者のいない職員の扶養親族
のうち 1人は 11,000 円）、扶養親族のうち満
16歳の年度初めから満 22歳に達した年度末
までの子供につき月額 5,000 円を加算（月額）

住居手当 借家・間借　月額9,500円を超える家賃を払っている職員に対し、月額 100 ～ 27,000 円
通勤手当 2～ 4km未満 2,400 円、4～ 6km未満 3,700 円 

6 ～ 8km未満 4,900 円、8～ 10km未満 6,100 円
80km以上　47,700 円（いずれも月額）

（地方公共団体定員管理調査に基づく人数で全職員数です）※特別職は含まない。

第 10回
国見町桜のうた　

 短歌募集
三
み そ ひ と も じ

十一文字に思いをこめて ‥
桜にちなんだ短歌をお寄せください。
復興への祈りなども「桜のうた」に

託してお寄せください。

■
募
集
期
間

　

平
成
26
年
1
月
4
日
土
か
ら
２
月

28
日
金
ま
で

■
応
募
点
数

　

一
般
の
部
１
人
２
首
、
学
生
の
部

１
人
１
首

■
応
募
方
法　

　

左
記
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

①
は
が
き
で
の
応
募
（
官
製
は
が
き

可
）

〒
９
６
９
‐
１
７
９
２

　

義
経
ゆ
か
り
の
国
見
町
「
第
10
回

国
見
町
桜
の
う
た
」
係

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
）
で
の
応
募

国
見
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.tow

n.kunim
i.

fukushim
a.jp/

③
応
募
用
紙
で
の
応
募

　

国
見
町
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
ま

た
は
国
見
郵
便
局
の
応
募
箱
に
投
函

※
は
が
き
及
び
応
募
用
紙
に
よ
る
応

募
の
場
合
は
『
１
枚
に
つ
き
１
首
』

ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

※
応
募
区
分
（
一
般
の
部
・
学
生
の

部
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

・ 

厳
正
な
審
査
の
う
え
、
入
選
作
品

を
決
定
い
た
し
ま
す
。

・ 

入
選
者
に
は
平
成
26
年
３
月
下
旬

頃
に
通
知
い
た
し
ま
す
。

　

 

選
外
の
場
合
の
通
知
は
い
た
し
ま

せ
ん
。

・ 

入
選
作
品
歌
集
を
希
望
す
る
方
に

は
有
償
に
て
頒
布
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

国
見
町
桜
の
う
た
実
行
委
員
会
事

務
局
（
国
見
町
企
画
情
報
課
内
）

　

☎
５
８
５
‐
２
９
２
７

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

５
８
５
‐
２
１
８
１

　

E
-m
ail　

  kikaku
@
tow
n
.

kunim
i.fukushim

a.jp

※町長等の給料月額は平成 25年 4月 1日に改定しています。（従前より平均 10％減額）

※議会議員の報酬月額は平成 7年 4月 1日改定（平成 21年 4月より上記表のとおり減額）

※期末手当の月数は平成 25年 12月 1日現在です。
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11
月
16
日
か
ら
12
月
1
日
に

か
け
て
町
内
5
会
場
で
ま
ち
づ

く
り
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

懇
談
会
で
は
、
4
月
か
ら
9

月
ま
で
の
町
の
式
典
・
事
業（
イ

ベ
ン
ト
等
）
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

版
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
放
映
の
後
、
今

年
の
テ
ー
マ
「
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
、
ス
ラ
イ
ド
を
見
な

が
ら
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
検

討
委
員
会
の
検
討
状
況
に
つ
い

て
「
道
の
駅
を
核
と
し
た
交
流

の
場
」
を
中
心
と
し
て
、
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
、
様
々
な
質
問
や
、
貴
重
な

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
取
り
ま
と
め
ら
れ
た

「
１
０
０
０
年
ま
ち
。
こ
れ
か

ら
１
０
０
年
の
ま
ち
づ
く
り
基

本
計
画
」
の
概
要
版
に
つ
い
て

は
、
各
世
帯
に
配
布
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

貴重な意見が多くだされた小坂地区

平
成
25
年
度
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

ま
ち
づ
く
り
に
活
発
な
意
見

道
の
駅
を
核
と
し
た

　
　

交
流
の
場
に
つ
い
て

商
店
街
と
の

　
　
　

連
携
に
つ
い
て

整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

Ｑ
：
具
体
的
な
整
備
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

Ａ
：
平
成
28
年
度
の
整
備
を
考

え
て
い
ま
す
。

Ｑ
：
交
流
の
場
の
健
康
増
進

ゾ
ー
ン
に
、
藤
田
地
区
に
広
い

場
所
が
な
い
た
め
、
グ
ラ
ン
ド

が
で
き
れ
ば
良
い
と
思
う
。

Ａ
：
現
在
、
検
討
し
て
い
る
ス

ペ
ー
ス
に
お
い
て
グ
ラ
ン
ド
は

厳
し
い
と
考
え
ま
す
。
将
来
的

に
農
業
体
験
の
ス
ペ
ー
ス
等
を

整
備
す
る
こ
と
は
で
き
る
と
思

い
ま
す
が
、
先
ず
は
、
子
ど
も

た
ち
の
遊
び
の
ス
ペ
ー
ス
を
優

先
に
考
え
て
い
き
た
い
。
小
さ

い
子
は
屋
内
で
遊
び
、
大
き
い

子
は
屋
外
で
遊
ん
で
も
ら
い
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
：
道
の
駅
（
交
流
の
場
）
に

つ
い
て
は
、
国
見
町
の
名
前
を

知
っ
て
も
ら
う
良
い
機
会
で
あ

り
、
４
号
線
を
利
用
す
る
人
や

町
内
の
人
々
の
憩
い
の
場
と
言

う
構
想
は
大
変
良
い
と
思
い
ま

す
。
他
県
の
人
々
も
含
め
て
交

流
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。

Ａ
：
高
速
道
路
や
４
号
線
を
利

用
す
る
方
を
道
の
駅
（
交
流
の

場
）
に
、
い
か
に
呼
び
込
む

か
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
も
大
切
で
す

が
、
人
が
集
ま
ら
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
の
で
、
北
海
道
や
京

都
と
い
っ
た
名
産
品
等
が
あ
れ

ば
呼
び
込
み
の
目
玉
と
な
り
ま

す
。
人
が
来
れ
ば
国
見
の
産
品

も
売
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

あ
る
道
の
駅
で
は
、
北
海
道
の

有
名
な
生
チ
ョ
コ
を
入
れ
た
こ

と
で
賑
わ
っ
て
い
て
様
々
な
物

が
売
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
：
交
流
の
場
は
、
会
議
だ
け

で
な
く
多
目
的
に
利
用
で
き
る

建
物
に
し
て
も
ら
い
た
い
。
さ

ら
に
広
場
や
お
風
呂
が
あ
れ
ば

良
い
と
思
う
。

Ａ
：
将
来
的
な
こ
と
と
し
て
、

お
風
呂
の
件
は
出
て
く
る
と
思

い
ま
す
が
、
運
営
に
つ
い
て
考

え
た
時
に
町
や
第
３
セ
ク
タ
ー

で
運
営
を
行
う
の
は
難
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
先
ず
は
、
コ

ン
パ
ク
ト
に
国
見
型
で
運
営
し

て
い
き
な
が
ら
、
評
判
が
高
ま

り
人
が
集
ま
っ
て
く
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
将
来
的
に
民
間
の
方

に
入
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。

Ｑ
：
道
の
駅
（
交
流
の
場
）
に

つ
い
て
、
４
号
線
の
南
側
に
な

る
た
め
藤
田
商
店
街
に
入
り
づ

ら
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。

Ａ
：
藤
田
商
店
街
と
道
の
駅（
交

流
の
場
）
を
分
断
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
、
行
き
来
で
き
る

道
路
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
国
土
交
通
省
と
の

調
整
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

直
接
道
路
を
渡
ら
な
い
方
法
も

検
討
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
：
Ａ
コ
ー
プ
が
無
く
な
り
、

他
町
に
買
い
物
に
行
く
人
が
多

く
な
っ
て
い
る
と
聞
い
た
。
道

の
駅
（
交
流
の
場
）
で
買
い
物

が
済
む
よ
う
に
で
き
た
ら
よ
い

と
思
う
。
ま
た
、
商
店
街
の
店

舗
を
期
間
限
定
で
入
れ
て
み
て

は
ど
う
か
。

Ａ
：
商
工
会
と
の
兼
ね
合
い
も

出
て
き
ま
す
が
、
商
店
の
ブ
ー

ス
も
取
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
他
の
道
の
駅
で
は
、
野
菜

や
果
物
だ
け
で
な
く
調
味
料
等

も
品
揃
え
さ
れ
て
い
る
所
も
あ

り
ま
す
。
道
の
駅（
交
流
の
場
）

に
行
け
ば
、
大
概
の
物
が
買
え

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
勤
め
帰
り

の
方
な
ど
も
寄
っ
て
い
た
だ
け

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
：
農
産
物
の
直
売
の
ほ
か
に
、

豆
腐
と
か
納
豆
と
か
の
食
品
等

も
販
売
し
て
欲
し
い
。
他
の
直

売
所
で
も
は
じ
め
農
産
物
だ
け

で
あ
っ
た
が
、
人
が
集
ま
っ
て

く
る
と
色
々
な
も
の
が
販
売
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

Ａ
：
他
の
道
の
駅
で
も
野
菜
や

果
物
の
他
に
一
般
的
な
食
材
が

品
揃
え
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

女
性
客
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

商
店
街
と
の
調
整
も
必
要
で
す

が
、
一
般
的
な
食
材
も
買
う
こ

と
が
で
き
る
場
所
を
作
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
：
道
の
駅
（
交
流
の
場
）
に

商
店
が
入
る
に
は
テ
ナ
ン
ト
料

が
ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
か
心

配
だ
。

Ａ
：
道
の
駅
（
交
流
の
場
）
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら

基
本
設
計
に
入
り
ま
す
。
売
り

場
面
積
や
運
営
な
ど
も
具
体
的

に
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
商
店
主
の
方
に
も
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
出
店
方
法
や

料
金
、
経
営
形
態
な
ど
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
な

り
ま
す
。

Ｑ
：
コ
ン
ビ
ニ
は
ど
う
か
。
セ

ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
等
か
ら
入
り
た

い
と
の
話
は
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。

Ａ
：
コ
ン
ビ
ニ
が
入
れ
ば
、
夜

で
も
人
が
入
り
ま
す
の
で
賑
や

か
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
商

工
会
や
商
店
主
の
方
た
ち
の
考

え
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
意
見

を
聞
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
：
女
性
を
呼
び
込
む
た
め
に

は
、
止
め
や
す
い
駐
車
場
や
お

店
ま
で
の
動
線
が
大
切
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
は

良
い
も
の
で
あ
れ
ば
購
入
す
る

の
で
、
口
コ
ミ
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。
特
に
、
今
の
加
工
品

は
、
添
加
物
が
多
く
入
っ
て
い

る
た
め
、
昔
な
が
ら
の
漬
物
や

素
朴
な
も
の
を
取
り
扱
っ
て
い

け
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ
：
具
体
的
な
検
討
会
を
立
ち

上
げ
な
が
ら
、
特
に
女
性
の
意

見
を
大
切
に
し
て
進
め
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
：
農
家
の
方
や
商
店
の
方
の

話
を
聞
く
と
、
町
に
何
か
や
っ

て
も
ら
え
る
と
の
ス
タ
ン
ス
と

感
じ
ま
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
、
道
の
駅
（
交
流
の
場
）

を
ど
う
す
る
か
考
え
て
行
く
こ

と
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

Ａ
：
基
本
設
計
の
中
で
国
見
町

に
あ
っ
た
プ
ラ
ン
を
作
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

後
、
品
揃
え
や
運
営
な
ど
に
つ

女
性
な
ら
で
は
の
ご
意
見

い
て
具
体
的
な
検
討
会
を
立
ち

上
げ
ま
す
が
、
道
の
駅
（
交
流

の
場
）の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、

町
だ
け
で
は
う
ま
く
い
き
ま
せ

ん
。
商
工
会
や
商
店
主
の
方
、

農
業
者
の
方
と
連
携
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
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響
き
渡
る
魂
の
鼓
動

　

12
月
8
日
「
復
興
・
絆 

魂
の
響
き 

和
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
、

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
体
育
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

み
ち
の
く
ボ
ン
ガ
ー
ズ
の
司

会
進
行
に
よ
り
、
伝
承
太
鼓
や

創
作
太
鼓
の
迫
力
あ
る
演
奏
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
合
間

に
は
、
み
ち
の
く
ボ
ン
ガ
ー
ズ

の
コ
ン
ト
や
太
鼓
演
奏
も
あ

り
、
会
場
は
約
５
０
０
名
の
観

客
の
笑
い
と
熱
気
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
甘
酒
の
振

る
舞
い
の
ほ
か
、
国
見
バ
ー

ガ
ー
な
ど
の
特
産
品
が
販
売
さ

れ
ま
し
た
。

出
演　

み
ち
の
く
ボ
ン
ガ
ー
ズ

（
写
真
は
「
母
心
」）

錦
町
太
鼓
保
存
会(

右
下
写

真)山
木
屋
太
鼓 

鴉か
ら
す(

右
上
写
真)

お
待
た
せ
し
ま
し
た

　

国
見
の
ああ 

ん 

ぽ 

柿

　

伊
達
み
ら
い
国
見
共
選
場
で

あ
ん
ぽ
柿
加
工
再
開
セ
レ
モ

ニ
ー
が
農
協
関
係
者
、
生
産
者

が
集
ま
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
市
場
に
出
荷
さ
れ
て
い

る
あ
ん
ぽ
柿
は
、
全
て
非
破
懐

検
査
機
に
よ
り
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
濃
度
が
測
定
さ
れ
、
基
準
値

以
内
の
「
あ
ん
ぽ
柿
」
の
み
市

場
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

12
月
20
日
、
3
年
ぶ
り
に

出
荷
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た

く
に
み
の　

あ　

ん　

ぽ　
　

　

セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、
多
く
の

生
産
者
が
同
席
。
今
年
出
荷
で

き
た
喜
び
は
大
き
く
、
今
後
の

あ
ん
ぽ
柿
生
産
拡
大
を
誓
い
あ

い
ま
し
た
。

　　

来
年
こ
そ　

全
量
生
産

全
量
出
荷

　
　
　
　
　

を
願
っ
て
！

復
興
大
臣
、

　
　

副
大
臣
に
要
望

　

12
月
17
日
、
太
田
久
雄
町
長

は
、
復
興
庁
福
島
復
興
局
に
浜

田
昌
良
副
大
臣
を
訪
問
し
、
中

間
貯
蔵
施
設
の
早
期
建
設
と
具

体
的
な
工
程
を
明
示
す
る
こ
と

や
、
県
北
浄
化
セ
ン
タ
ー
下
水

汚
泥
問
題
で
の
地
域
住
民
へ
の

損
害
賠
償
及
び
周
辺
対
策
事
業

へ
の
支
援
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
19
日
東
京
赤
坂
の

復
興
庁
を
訪
れ
、
根
本
匠
復
興

大
臣
に
も
中
間
貯
蔵
施
設
の
早

期
着
工
と
汚
泥
問
題
の
解
決
に

つ
い
て
要
望
し
、
国
道
４
号
線

の
４
車
線
化
事
業
に
つ
い
て

も
、
新
年
度
以
降
も
引
き
続
き

予
算
の
拡
大
と
事
業
を
推
進
す

る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

根本匠大臣に要望書を手渡す
太田久雄町長

大
会
で
八
島
議
長
が
特

別
決
議
を
提
案

　

11
月
13
日
、
第
57
回
町
村
議

会
議
長
全
国
大
会
が
東
京
・
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し

た
。 

　

大
会
で
は
、
八
島
博
正
議
長

（
福
島
県
町
村
議
会
議
長
会
長
）

が
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

興
と
大
規
模
災
害
対
策
の
確
立

に
関
す
る
特
別
決
議
」
を
提
案

し
ま
し
た
。
特
に
、
原
発
事
故

に
よ
る
す
べ
て
の
被
害
・
損
害

へ
の
賠
償
や
原
発
事
故
の
収
束

と
確
実
な
汚
染
水
処
理
の
対
策

な
ど
を
求
め
、
全
国
に
福
島
の

復
興
と
災
害
対
策
の
強
化
を
訴

え
ま
し
た
。

東京葛西のアンテナショップトップセールス
（あんぽ柿・米・りんごを販売）

年
末
年
始
に
お
け
る

　

事
件
事
故
防
止
活
動
出
動
式

　

12
月
９
日
、
福
島
北
警
察
署
桑
折
分
庁
舎

に
お
い
て
年
末
年
始
に
お
け
る
事
件
事
故
防

止
活
動
出
動
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
国
見
・

桑
折
両
町
の
交
通
・
防
犯
の
関
係
者
ら
約
60

人
が
出
席
し
、
交
通
事
故
を
防
ぎ
、
地
域
の

安
全
を
守
る
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

国
見
町
の｢

く
に
み
も
も
た
ん｣

、
桑
折

町
の｢

ホ
タ
ピ
ー｣

の
両
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が

「
交
通
事
故
」「
犯
罪
」「
な
り
す
ま
し
詐
欺
」

と
書
か
れ
た
紙
風
船
を
大
き
な
う
ち
わ
で
吹

き
飛
ば
し
、
参
加
者
と
と
も
に
事
件
・
事
故

の
根
絶
を
祈
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
国
見
町
の
関
係
者
は
コ
ー
プ

マ
ー
ト
国
見
店
の
駐
車
場
で
チ
ラ
シ
を
配

り
、
買
い
物
へ
来
て
い
る
方
へ
交
通
安
全
や

防
犯
の
推
進
を
訴
え
ま
し
た
。

　12 月 21 日、3年ぶりに出荷再開となった「あんぽ柿」と国見町産の
新米、りんごの販売を県の首都圏アンテナショップ「ふくしま市場」（イ
トーヨーカドー葛西店・桜田武店長）で、太田久雄町長、町の青年農業
者、ミスピーチキャンペーンクルーと行いました。
　再開を待ちわびた人たちが次々に買い求め、店頭に積まれたあんぽ柿
は瞬く間に完売しました。
　試食した人からは、「上品な甘さが素晴らしい」「まるで和菓子のよう」
との声が聞かれ、中には 5～６個入りのトレーを３・４個まとめて買う
姿も見られました。

　太田久雄町長は、「あんぽ柿の販売が、風評被害の完全払拭につながると考え、ずっと取り組んできた。今
日の販売をきっかけに国見町産品のさらなるＰＲを図っていきたい」と意気込みを語りました。
　ふくしま市場の桜田店長は「あんぽ柿再開を望む声に応えてくれた国見町に感謝したい。」と話していました。

あんぽ柿のＰＲを行う太田久雄町長

事件事故防止を呼び掛けるももたん

福
祉
避
難
所
の

　
　
　
　

協
定
締
結

　

町
は
12
月
18
日
、
シ
ル
バ
ー

専
科
日
和
と
の
間
で
「
災
害
発

生
時
に
お
け
る
福
祉
避
難
所
の

設
置
運
営
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
し
、
町
内
の
通
所
介
護
事

業
所
「
日
和
く
に
み
」
を
福
祉

避
難
所
に
指
定
し
ま
し
た
。

　

福
祉
避
難
所
は
、
災
害
発
生

時
に
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
や

障
が
い
が
あ
る
方
が
な
ど
一
般

の
避
難
所
で
の
避
難
生
活
が
困

難
な
人
々
を
受
け
入
れ
、
避
難

生
活
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う

に
支
援
し
て
行
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
締
結

に
よ
り
、
町
で
は
3
か
所
を
福

祉
避
難
所
と
し
て
指
定
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

協定書を取交す太田町長と永田社長

提案を行う八島議長

柿
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
く
す
だ

ま
は
、
町
職
員
の
手
作
り
。

出
荷
の
成
功
を
み
ん
な
で
祈

り
な
が
ら
。
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のの

農業委員会の動き
　12 月 20 日に定例総会が開催され、次のと
おり確認されました。

・農地所有権移転　　　  　　　5件
　　　賃貸借　　　　　　　　５件
　　　賃貸借　合意解約　　　４件
・農地転用　市街化調整区域　 ４件
・農業振興地域整備計画の変更（除外）　２件
・農地利用集積計画の決定

　１月の農業委員会定例総会は次のとおりで
す。傍聴におい出てください。
　・日時　1月 21 日火　午後１時 30 分
　・場所　観月台文化センター大研修室

　方　部
事前モニ

タリング

三者打

合せ

除染

着手

除染

完了

事後モニ

タリング

藤田方部 326 件 254 件 201 件 140 件 118 件

小坂方部 18 件 － － － －

森江野方部 102 件 88 件 77 件 17 件 1件

大枝方部 129 件 129 件 128 件 127 件 119 件

合　計 575 件 471 件 406 件 284 件 238 件

住宅除染の進捗状況

　住宅除染の実施状況（平成 25 年 12 月末）は次のとおりで、
575 件の住宅除染に取り組んでいます。

　

12
月
26
日
東
日
本
大
震
災
復

旧
復
興
対
策
推
進
国
見
町
民
会

議
総
決
起
大
会
が
開
催
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
の
経
過
を
確
認
す
る

と
と
も
に
、
更
な
る
活
動
推
進

を
誓
い
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
町
民
会
議
の
設
立

か
ら
１
年
を
迎
え
た
こ
と
か
ら

開
催
さ
れ
、
こ
の
間
の
活
動
経

過
と
し
て
、
仮
置
場
の
確
保
状

況
や
除
染
作
業
、
県
北
浄
化
セ

ン
タ
ー
汚
泥
問
題
を
中
心
と
し

更
な
る
活
動
の
推
進
を
誓
う

　

              　

   

国
見
町
民
会
議
総
決
起
大
会

た
各
種
要
請
行
動
や
、
風
評
被

害
対
策
、
健
康
管
理
事
業
な
ど

復
旧
・
復
興
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

太
田
会
長
（
国
見
町
長
）
は

「
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
各
課

題
の
解
決
に
向
け
た
入
口
に
よ

う
や
く
立
ち
ま
し
た
。
出
口
へ

向
け
て
一
層
の
取
り
組
み
を
進

め
て
行
き
ま
す
。」
と
挨
拶
し
、

緩
や
か
な
が
ら
着
実
に
課
題
解

決
の
糸
口
を
見
出
し
、
更
な
る

推
進
へ
の
決
意
を
述
べ
ま
し

た
。

　

当
面
す
る
課
題
と
し
て
こ
れ

ま
で
同
様
「
除
染
対
策
」「
流

域
下
水
道
県
北
浄
化
セ
ン
タ
ー

汚
泥
の
全
量
搬
出
と
損
害
賠

償
」「
町
民
の
健
康
管
理
」「
農

作
物
等
の
風
評
被
害
対
策
」「
役

場
庁
舎
の
建
設
」
の
５
項
目
を

掲
げ
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
決
議
文
で
は
町
民
会
議

が
活
動
の
先
頭
を
担
い
、
町
民

並
び
に
関
係
団
体
が
一
丸
と

な
っ
て
「
オ
ー
ル
国
見
」
で
取

り
組
む
こ
と
を
決
議
し
、
閉
会

し
ま
し
た
。

森林（生活圏）除染を
開始します

　森林（生活圏）の除染はこれまで泉田地区
において実施されてきましたが、この度、小
坂方部の住宅除染開始と並行して、太田川、
小坂、鳥取、内谷西・東町内会で除染を開始
します。除染範囲は住宅に近接する（20 ｍ以
内）森林を対象としており、該当する山林の
所有者の方を対象に 12 月 19 日説明会を開催
しました。
　除染方法は主に落葉等堆積物の除去で、除
染で発生した廃棄物等は大型土のう袋に入れ
現場で保管します。なお、現場で保管された
大型土のうについては、搬出先が決定次第、
運び出すこととなります。

「ももたん広場」クリスマス会

　12 月 23 日、屋内遊び場「くにみももた
ん広場」でクリスマス会が行われました。
　子どもたちと太田久雄町長のジャンケン
大会が行われ、優勝は国見小学校５年生の
岩渕元

はじめ

さんで、太田町長からプレゼントを
もらいました。くにみももたん、サンタク
ロースもサプライズで登場し、子どもたち
一人一人にプレゼントを渡しました。

みんなでにっこり記念撮影

福島税務署からのお知らせ

国見町農業政策に関する建議
　国見町農業委員会（朽木勝之会長）は 12 月 26 日、「平
成 26 年度農業政策に関する建議」を太田久雄町長へ提出
しました。
　国見町の基幹産業である農業が、有望で今後も恒久的
に持続可能な職業の一つになるよう農業委員会が取りま
とめた意見を建議したものです。

～建議の内容～
◆原子力災害対策について◆農業後継者、担い手支援について

◆農村の振興と活性化について◆鳥獣被害防止対策について

◆遊休農地解消対策について

◆ＴＰＰ ( 環太平洋経済連携協定 ) 交渉への対応について

◆農業委員会体制並びに機能強化について

◆農業生産基盤の推進について

左から農業員会職

務代理者村上正勝

さん、朽木勝之会

長、太田久雄町長
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－プロフィール－
・代表者　富野  秀雄
・活動日　4月から 12 月　火・金曜日
　　　　   1 月から    3 月    水・金曜日
・主な活動場所
　　上野台運動場、グリーンアリーナ
・会員数　19名
・会　費　2,000 円／年
・問い合わせ　大橋俊子　☎ 585 ‐ 3601

くにみグランドゴルフクラブ

VOL28VOL28 自分のペースで
　　ゆっくりと

　

昭
和
57 
年
に
鳥
取
県
東
伯
郡

泊
村
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動
推
進

事
業
の
一
環
と
し
て
、
泊
村
教

育
委
員
会
が
中
心
に
な
り
考
案

し
た
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
。

　

高
度
な
技
術
を
必
要
と
せ

ず
、
し
か
も
全
力
を
出
す
場
面

と
、
集
中
力
や
調
整
力
を
発
揮

す
る
場
面
が
う
ま
く
組
み
合
わ

さ
れ
て
お
り
、
ル
ー
ル
も
ご
く

簡
単
な
こ
と
か
ら
、
初
心
者
で

も
す
ぐ
に
取
り
組
め
ま
す
。

　

く
に
み
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ
は
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛

好
者
に
よ
り
平
成
14
年
「
く
に

み
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
」

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

現
在
週
２
回
「
和
気
あ
い
あ

い
、仲
よ
く
、楽
し
く
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
練
習
し
て
い
ま
す
。
練

習
の
ほ
か
に
県
内
外
の
各
種
大

会
や
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
、
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
」
な
ど
に
積

極
的
に
参
加
し
て
他
の
愛
好
者

と
の
交
流
等
も
深
め
て
い
ま

す
。
ク
ラ
ブ
で
の
練
習
は
、
勝

敗
に
こ
だ
わ
ら
ず
会
員
同
志
の

親
睦
、
交
流
の
場
と
し
て
「
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
」
の
楽
し
さ
、

面
白
さ
を
味
わ
い
な
が
ら
、
技

術
向
上
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　

上
野
台
運
動
場
は
、
芝
生
で

足
腰
に
不
安
の
あ
る
方
で
も
負

担
が
少
な
く
健
康
維
持
に
も
良

い
環
境
で
練
習
が
で
き
ま
す
。

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、「
安
全
」

で
楽
し
く
で
き
「
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
」
と
し
て
最
適
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
…
。

　

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
興
味
の

あ
る
方
一
緒
に
練
習
し
て
み
ま

せ
ん
か
…
。
初
心
者
で
も
す
ぐ

に
プ
レ
ー
で
き
る
の
も
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
で
す
。
見
学
等
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

国
見
幼
稚
園

そらぐみひかりぐみ

引地英太鑓水ゆな近野結花村上紗雪

❹❹❸❸ ❻❻❺❺

❶❶ ❷❷

❾❾

❶から❼

くにみ幼稚園生活発表

会

1212 1313

1515

1111

1010❽❽

1414

❽から15
藤田保育所クリスマス

会

❼❼
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合唱王国　　　　　　　　　　　　　　　　
　福島代表の誇りを胸に
　11 月 15 日国見町青少年健全育成町民会議は、全日本合唱
コンクール全国大会で銀賞を受賞した、橘高校合唱部の佐久
間梨奈さん ( ３年生 ) に岡崎忠昭教育長から奨励金を交付しま
した。佐久間さんは３年間を振り返り「大変でしたが充実し
ていました。これから何事にも、この経験を活かして頑張り
たいです。」と笑顔で話しました。

大地の恵み館
　「初冬の里ぬくもり展」

　大地の恵み館では、11 月 29 日から 12 月 17 日までの間、「初
冬の里ぬくもり展」が開催されました。大地の恵み館の会員
の作品のほかに県外の作家の作品等もあり、来場者は作品を
手に取り、木のぬくもり、優しさを感じていました。

ぬくもりを感じながら

「国見の里」で
　クリスマス会

　12 月 18 日国見の里で初めてのクリスマス会が開催されま
した。
　当日は入所者のほかデイサービス利用者、家族も加わり歌
や踊りのアトラクションが行われました。参加者は真剣で、
日頃の練習の成果を発揮していました。トーンチャイムにチャレンジする利用者

イルミネーション
　散策ツアー
　12 月 18 日仮設住宅に入居されている飯舘村の方を対象に
散策ツアーを実施しました。
　参加者はデマンドタクシー２台に乗車しイルミネーション
マップに掲載されている場所を１時間で巡るツアーを楽しみ
ました。参加者からは「自分たちでは、見て回れないからあ
りがたい」と話していました。観月台文化センターでの一コマ

仮設住宅の
　合同忘年会（大木戸ふれあいセンター）

　12 月 20 日仮設入居者の合同忘年会が開始されました。
忘年会は全国曹洞宗青年部が主催、町社協の共催で仮設住宅
に住む約 30 人の方が参加されました。参加者は、全国各地の
鍋、お酒等に舌鼓をうち、お互いの状況について報告しあい、
青年部会員が落語などを披露し、楽しく過ごしていました。いろいろな味の鍋に舌鼓、ここは何鍋？

サンタが
　家にやってきた

小坂「地蔵庵」で
　そば祭

美味しいおせちを
　真心こめて、届けます

　12 月 22 日小坂・太田川ふれあいセンターで地蔵庵のそば
祭りが行われました。今年は約 700㎏のそばを収獲すること
ができ、地蔵庵の会員が前日から準備、当日に 200 食のそば
を打ち、来場者に振る舞いました。来場者は打ちたてのそば
をいただくとともに、秋の恵みに感謝しました。

　12 月 24 日毎年恒例の、商工会青年部によるサンタクロー
スが子どもたちにクリスマスプレゼントを手渡しました。
　子どもたちは、サンタクロースとトナカイの登場に歓声を
上げ喜び、サンタから「みんないい子かな」の質問には、大
きな声で返事し、一人一人プレゼントをもらっていました。

おそば美味しい、また食べたいな

交通遺児に役立てて
　～県北中学校卒業生～
　12 月 26 日国見町立県北中学校昭和 30 年度卒業生でつくる
同期会「わのっぱら会」では、同期会解散にあたり、残金を
町の交通遺児育成に役立ててほしいと、寄附されました。「わ
のっぱら」とは現在の「上野台周辺」のこと。当時の中学生は、
現在 70 歳を越える、地域を見守る皆さんです。野村義悦さん、
樋口久彌さんが届けてくださいました。左より野村義悦さん、樋口久彌さん、太田町長

サンタさんと一緒にハイチーズ

　12 月 26 日、町内の一人暮らしの高齢者 178 人に国見町赤
十字奉仕団、国見町社会協議会がおせち料理を配布しました。
　毎年の恒例行事で、貝田の佐藤モトさんは「うれしいない」
と笑顔で話してくれました。美味しいおせちを食べて、良い
年にしてください。

新指定文化財の
　指定証書交付
　12 月 3 日国見町文化財として 10 月 30 日に新たに指定され
た「塚野目城跡」・「貝

かいだうばかみさわ

田姥神沢旧鉄道レンガ橋」の地元代表
者（塚野目区長・菊地孝一さん、貝田町内会長・阿部初男さん）
に対し、太田久雄町長より指定証書が交付されました。２件
の文化財は町の誇る貴重な文化遺産であり、今後地元と協力
しながら保存し活用が期待されます。太田町長と指定証書を手に地元代表者

3月にはアメリカ公演でも歌います

民生委員の阿部さんから受け取る佐藤モトさん
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町の魅力と町民の情熱をつめこむ 55分
「国見町ラヂオ課ももたんＦＭ」

平成 24 年 5月 25 日
国見町の情報を福島県全域に
放送するラジオ番組

「国見町ラヂオ課ももたんＦＭ」
（ふくしまＦＭ 周波数 81.8 Mhz）

がスタートしました。
　この番組は街の特産品やイベントなどの情報はも
とより、各分野で活躍する町民を紹介していく、新
しい試みです。
　スタートから 1年 7ヶ月、パーソナリティの小泉
明日香さんにお話をうかがいました。

　
「
正
直
、
国
見
町
っ
て
一
体
ど
こ

だ
ろ
う
っ
て
思
い
ま
し
た
。」
と
話

す
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
小
泉
明
日
香

さ
ん
は
、
宮
城
県
仙
台
市
の
出
身
。

も
も
た
ん
Ｆ
Ｍ
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

を
務
め
る
前
は
、
岩
手
県
遠
野
市
の

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
キ
ャ
ス
タ
ー
を

担
当
し
、
街
の
情
報
を
伝
え
て
い
ま

し
た
。

　

こ
の
仕
事
を
す
る
た
め
に
初
め
て

の
土
地
、
国
見
町
に
来
る
こ
と
に

な
っ
た
小
泉
さ
ん
は
、「
遠
野
市
で

キ
ャ
ス
タ
ー
を
し
て
い
た
時
も
そ
う

で
す
が
、
初
め
て
の
場
所
で
右
も
左

も
わ
か
ら
ず
、
ま
っ
た
く
の
手
探
り

状
態
で
し
た
。」
と
、
そ
の
時
の
様

子
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

番
組
の
た
め
に
ス
タ
ッ
フ
が
揃
っ

た
の
は
平
成
24
年
5
月
初
旬
。
5
月

25
日
の
第
一
回
の
放
送
に
合
わ
せ

て
、
番
組
タ
イ
ト
ル
や
内
容
、
取
材

先
と
の
打
合
せ
な
ど
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
は
盛
り
だ
く
さ
ん
。
ほ

か
の
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
忙
し
い

日
々
が
続
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
迎
え
た
第
一
回
の
放
送
。

55
分
と
い
う
短
く
も
、
長
く
も
感
じ

た
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た

と
い
い
ま
す
。
小
泉
さ
ん
は
「
一
回

目
の
放
送
を
終
え
て
ホ
ッ
と
し
た
こ

と
は
、
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
ド

キ
ド
キ
し
っ
ぱ
な
し
で
、
無
我
夢
中

の
55
分
で
し
た
」
と
、
当
時
を
思
い

出
し
、
笑
み
を
浮
か
べ
ま
す
。

小
さ
な
町
の
大
き
な
試
み

「
国
見
町
ラ
ヂ
オ
課

　
　

も
も
た
ん
Ｆ
Ｍ
」

　
「
取
材
し
て
い
た
り
イ
ベ
ン
ト
の

時
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
方
に 

『
番
組

聴
い
て
る
よ
』、『
放
送
楽
し
み
に
し

て
る
わ
よ
』
と
声
を
か
け
て
い
た
だ

き
ま
す
。
そ
の
度
に
聴
い
て
い
た
だ

い
て
い
る
実
感
と
、
み
な
さ
ん
に
応

援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
っ
て
い
う

喜
び
が
あ
り
ま
す
ね
」
と
、
1
年

7
ヶ
月
番
組
を
担
当
し
て
き
た
手
応

え
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

最
後
に
、
小
泉
さ
ん
に
町
民
の
皆

さ
ん
へ
「
国
見
町
ラ
ヂ
オ
課
も
も
た

ん
Ｆ
Ｍ
」
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
「
国
見
町
は
、
人
や
自
然
、
と
て

も
貴
重
な
史
跡
だ
っ
た
り
美
味
し
い

食
べ
物
が
た
っ
く
さ
ん
あ
る
街
な
ん

で
す
よ
ね
。
私
た
ち
の
仕
事
は
、
そ

う
い
っ
た
数
多
く
の
〝
点
と
点
〞
を

結
び
つ
け
た
り
、
そ
れ
に
関
わ
る
情

熱
や
ヒ
ュ
ー
マ
ン
的
な
こ
と
を
、
県

内
は
も
ち
ろ
ん
、
町
内
の
皆
さ
ん
に

も
発
信
し
て
い
く
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
う
し
た
情

報
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」。

　

ま
だ
ま
だ
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
国

見
町
の
魅
力
を
、
も
も
た
ん
Ｆ
Ｍ
で

ぜ
ひ
紹
介
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す

ね
！

手
探
り
し
て
い
る
う
ち
に

過
ぎ
た
、

あ
っ
と
い
う
間
の
1
年

　食生活改善推進員は、食や栄養について一緒に学
習したり、地域の皆さんにお伝えする等「私達の健
康は私達の手で」をスローガンに食生活を通して健
康づくりをすすめる活動をしているボランティアで
す。

●　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　●
＊＊＊乳児健診＊＊＊

該当児 実施日 受付時間 会場

・3か月児（平成 25 年 11 月生まれ）
・9か月児（平成 25 年 5月生まれ）

3月 20 日木
午後 1 時 15 分から
　　午後 1時 45 分

観月台文化センター
第 1和室

【健診内容】　医師の指導、身体・体重測定、調乳、離乳、予防接種などについて
　　　　　　9ヵ月児は、歯科衛生士による歯に関するお話も予定しています。
《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

＊＊＊ニコニコ相談会＊＊＊
対象者 実施日 実施時間 会場

国見町在住の妊婦
国見町在住の乳幼児及びその保護者

3月 5日水
午前 10 時～
　　午前 11 時 30 分

観月台文化センター
第 1和室

【実施内容】　身体計測、栄養相談、子育て相談等について保健師、栄養士がお待ちしております。
《持参するもの》　母子健康手帳、お子さんの飲み物（水筒にいれて）を忘れずに！
《申し込み方法》　前日まで保健福祉課に電話でお申し込みください。　　　　　

＊＊＊１歳６カ月児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

平成 24 年 6月 20 日から
平成 24 年 9月 30 日生まれの幼児

3月 27 日木
午後 1時 15 分から
　　午後 1時 30 分

小坂農村総合管理
センター

【健診内容】　内科と歯科の医師の診察、歯科衛生士による歯みがき指導、生活保健指導、身長・体重測定を行います。
　　　　　　心理判定員による相談・指導・子育てに関する不安や悩み等、お気軽にご相談ください。
　　　　　　栄養指導（おやつの試食）もあります。
《持参するもの》　母子健康手帳と 1歳 6カ月児健康診査票（必要事項を記入してください）を忘れずに！　　

食生活改善推進員募集！！
　現在１０名が活躍中です。食生活や健康づくりに
興味のある方を随時募集しています。
◆問合せ・お申し込み
　保健福祉課　保健係

保健福祉課　保健係　☎ 585-2783

E-mail:hoken@town.kunimi.fukushima.jp　

※会場に注意してください

～食生活改善推進員の主な活動～
●１歳６か月児健診時でのおやつ作り

●生活習慣病予防料理教室の開催　など いきいきサ

ロンでの様

子

●　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　●
3人で番組を作っています。ぜひ、

一度観月台文化センターのスタジ

オに遊びにきてください。

左からＡＤ橋本志

津子、アナウン

サー小泉明日香、

ディレクター和田

学
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くらしのくらしの
情　報情　報

お
知
ら
せ

第
33
回
元
気
セ
ミ
ナ
ー

「
腰
痛
は
姿
勢
が
関
係
」

　　

公
立
藤
田
総
合
病
院
で
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
向
け
て
「
元

気
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
申
し
込
み
不
要
・
無
料

セ
ミ
ナ
ー
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

１
月
30
日
木
午
後
４

時
か
ら

▼
場
所　

総
合
受
付
前
ホ
ー

ル
・
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ

▼
演
題　

腰
痛
に
は
姿
勢
が
関

係
〜
自
力
で
治
す
コ
ツ
〜

▼
講
師　

公
立
藤
田
総
合
病
院

院　

堀
川
哲
男
院
長
先
生

問
公
立
藤
田
総
合
病
院
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー

☎
５
８
５
‐
２
１
２
１

西
根
堰
土
地
改
良
区

農
地
異
動
届

　

伊
達
西
根
堰
土
地
改
良
区
費

の
水
利
費
賦
課
は
、
毎
年
４
月

１
日
現
在
の
農
地
面
積
を
基
準

に
算
定
さ
れ
ま
す
。
平
成
26
年

度
の
水
利
費
賦
課
の
基
準
と
な

る
農
地
面
積
な
ど
に
変
更
が
あ

る
場
合
は
、
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
届
け
出
が
必
要
な
場
合

・
農
地
の
売
買
な
ど
に
よ
り
所

有
者
が
変
わ
っ
た
と
き

・
地
区
除
外
を
す
る
と
き

・
経
営
移
譲
や
死
亡
な
ど
で
名

義
変
更
を
し
た
と
き

・
農
地
の
賃
借
が
あ
っ
た
と
き

（
水
利
費
の
支
払
義
務
者
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
届
出
期
間　

３
月
24
日
月

▼
届
出
・
問
い
合
わ
せ　

伊
達

西
根
堰
土
地
改
良
区

☎
５
８
２
‐
２
３
１
９

平
成
25
年
度
農
業
者

年
金
巡
回
相
談
会

▼
日
時　

1
月
23
日
木　

午
後

1
時
30
分

▼
場
所　

伊
達
み
ら
い
農
業
協

同
組
合
本
店
3
階
大
会
議
室　

伊
達
市
保
原
町
字
7
丁
目
33
の

3▼
相
談
会
の
内
容　

農
業
者
年

金
を
受
給
す
る
た
め
の
手
続
き

や
年
金
の
受
給
方
法
に
つ
い
て

「
全
体
説
明
」
の
あ
と
「
個
人

面
談
」
を
行
い
ま
す
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
５
８
５
‐
２
８
９
０

第
36
回
福
島
自
衛
隊

音
楽
祭

▼
日
時　

1
月
25
日
土　

第
1

回
公
演　

午
前
10
時
か
ら
（
開

場　

午
前
9
時
15
分
）
第
2
回

公
演　

午
後
2
時
か
ら
（
開
場　
　

午
後
1
時
15
分
）

▼
場
所　

福
島
県
文
化
セ
ン

タ
ー
大
ホ
ー
ル

▼
入
場
無
料
（
満
員
の
場
合
入

場
制
限
あ
り
ま
す
）

問
陸
上
自
衛
隊
福
島
駐
屯
地
広

報
業
務
室

☎
５
９
３
‐
１
２
１
２
（
内
線

２
０
４
）

県
民
健
康
管
理
調
査　

基
本
調
査
問
診
票
「
簡

易
版
」
が
で
き
ま
し

た
！

　

福
島
県
か
ら
の
お
知
ら
せ
で

す
。

　

福
島
県
と
県
立
医
科
大
学
で

は
、
震
災
後
4
カ
月
間
の
外
部

被
ば
く
線
量
を
測
定
す
る
基
本

調
査
に
つ
い
て
、
こ
の
度
、
よ

り
記
入
・
回
答
し
や
す
い
問
診

票
の
「
簡
易
版
」
を
作
成
し
ま

し
た
。

　

こ
の
「
簡
易
版
」
は
、
避
難

な
ど
の
移
動
回
数
の
少
な
い
方

が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
「
簡
易
版
」
で
回
答
で
き
る

か
ど
う
か
を
お
調
べ
い
た
し
ま

す
の
で
、
基
本
調
査
問
診
票
の

回
答
が
お
済
み
で
な
い
方
は
お

問
い
合
せ
願
い
ま
す
。

　

な
お
こ
の
「
簡
易
版
」
は
国

見
町
役
場
保
健
福
祉
課
の
窓
口

で
準
備
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

　

基
本
調
査
の
結
果
は
、
お
一

人
お
一
人
に
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
将
来
の

健
康
管
理
の
た
め
に
、
是
非
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

問
福
島
県
立
医
科
大
学　

放
射

線
医
学
県
民
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー

☎
５
４
９
‐
５
１
３
０
（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
）

「
救
急
安
心
カ
ー
ド
」

を
作
成
し
ま
し
た

　

消
防
署
で
は
、
住
民
の
み
な

さ
ん
が
交
通
事
故
や
急
病
で
倒

れ
た
時
、
救
急
隊
に
必
要
な
情

報
を
伝
え
る
の
に
役
立
つ
「
救

急
安
心
カ
ー
ド
」
を
作
成
し
ま

し
た
。

「
救
急
安
心
カ
ー
ド
」
の
目
的

１
・
急
病
、
事
故
等
が
発
生
し

た
際
に
情
報
徴
収
時
間
の
短
縮

２
・
記
載
事
項
を
基
に
最
適
な

病
院
選
定
、
迅
速
な
搬
送
が
行

え
る
。

　
　　平成 25 年 11 月 30 日現在
　　　人口　　 9,939 人（+9）
　　　男　　　  4,777 人（-4）
　　　女　　  　5,162 人（+13 ）
　　　世帯　  　3,391 世帯（+22）
    ※ 広報くにみでは住民基本台帳人口を
         掲載しています。

人口と世帯 【心配ごと相談】
 　 

【障がい者相談】
 2

月
の
相
談
会

 ・開催日　18 日火

 ・場所　観月台文化センター

 　　　   保健指導室

 ・時間　午前 10 時から午後 4時

 ・相談事業受託者

　ＮＰＯ法人「ひびきの会」

戸 籍 の 窓 口
11月 21 日～ 12 月 20 日受付分

　

●誕生おめでとう●
　
　曵地　柊

しゅうま
磨ちゃん（板橋南）

　　信一さん　由美子さん

　吉田　柑
かんな
奈ちゃん（貝田）

　　智敬さん　紀子さん

　阿部　獅
しおん
音ちゃん（貝田）

　　智一さん　まりもさん

●おくやみ申し上げます●

　佐久間宗平さん　83（第１）

　瀬戸　フサさん　91（中部）

　古内　忠宣さん　77（内谷東）

　寺島　忠衞さん　95（第４）

　野田　常夫さん　89（並柳）

　加藤　新市さん　73（源宗山西）

　太田　努　さん    76（上野）

　本田　松雄さん　89（鳥取）　　

　小林　滿壽さん　88（原町）　

　佐藤　昭夫さん　67（町東）　

　菊地　アヤさん　87（宮町北）

　稲村　克己さん　80（宮町南）

　平舘千枝子さん　83（大町北）

　松浦　孝治さん　82（築舘）　　

　掲載を希望されない方は、届出の
際にお申し出ください。

・開催日及び相談員
 13 日木高野　俊久さん
              宍戸　加代さん
 27 日木阿部　 孝子さん
                 村木 　幹雄さん

３
・
適
切
な
処
置
が
行
え
る

◆
利
用
方
法　

伊
達
地
方
消
防

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
用
紙

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ

い
。

http://date119.jp/

問
伊
達
地
方
消
防
組
合
消
防
本

部
中
央
消
防
署

☎
５
７
５
‐
４
１
０
１

戦
傷
病
者
・
戦
没
者
遺

族
相
談
員
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
10
月
1
日
付
で
次

の
方
が
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
戦

傷
病
者
（
戦
没
者
遺
族
）
相
談

員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

戦
傷
病
者
（
戦
没
者
遺
族
）

の
恩
給
・
各
種
給
付
金
に
関
す

る
こ
と
な
ど
援
護
全
般
に
関
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
氏
名　

八
巻　

正

▼
住
所　

伊
達
市
保
原
町
字
半

道
８
の
１

「
多
重
債
務
相
談
窓
口
」

の
ご
案
内

　

福
島
財
務
事
務
所
で
は
多
重

債
務
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
相
談
窓
口　

福
島
財
務
事
務

所　

福
島
市
松
木
町
13
の
2

▼
受
付
時
間　

月
か
ら
金
（
祝

祭
日
、
年
末
年
始
除
く
）
午
前

8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
15
分

☎
５
３
３
‐
０
０
６
４
（
窓
口

直
通
）５
３
５
‐
０
３
０
３（
財

政
課
）

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

の
ご
案
内

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、

高
校
・
短
大
・
大
学
・
専
修
学

校
・
各
種
学
校
や
外
国
の
高
校
、

大
学
等
に
入
学
・
在
学
す
る
お

子
さ
ん
を
お
持
ち
の
家
庭
を
対

象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で

す
。

▼
融
資
額　

子
ど
も
１
人
に
つ

き
３
０
０
万
円
以
内

▼
利
率　

年
２
・
35
％

申
し
込
み
な
ど
に
関
す
る
ご
相

談
は
、
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー　

０
５
７
０
‐

０
０
８
６
５
６
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ

ル
）
※
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
を
ご
利

用
い
た
だ
け
な
い
場
合
の
☎

０
３
‐
５
３
２
１
‐
８
６
５
６

ご
存
知
で
す
か

福
島
県
の
最
低
賃
金

　

福
島
県
の
最
低
賃
金
が
平
成

25
年
10
月
6
日
か
ら
変
わ
り

ま
し
た
。
金
額
は
時
間
額
で

６
７
５
円
で
す
。こ
の
機
会
に
、

確
認
し
ま
し
ょ
う
、最
低
賃
金
。

問
福
島
労
働
局
賃
金
室

☎
５
３
６
‐
４
６
０
４

・場所　観月台文化センター

 　　　  第２和室

 ・時間   午前 9時から正午
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1 月   6 日 月 休館日
11 日 土 みみずく「おはなし会」
12 日 日 国見町成人式
14 日 火 子ども移動図書館（国見小３年生）

阿津賀志学級「ハーモニカの調べ」
16 日 木 子ども移動図書館（国見小２年生）
17 日 金 2学級合同学習

「認知症サポーター養成」
18 日 土 ふるさと歴史教室③

（小坂農村総合管理センター）
19 日 日 家庭の日
21 日 火 子ども移動図書館（国見小１年生）
22 日 水 くにみ女性教室「短歌教室」①
25 日 土 国見っ子わんぱく広場
26 日 日 元気っ子スキー教室
29 日 水 くにみ女性教室「短歌教室」②
30 日 木 子ども移動図書館（国見小３年生）

ブックスタート
2 月 1 日 土 国見町文化財講演会

2 日 日 第 22 回町長杯新春囲碁将棋大会　　　　
3 日 月 休館日
4 日 火 子ども移動図書館(国見小2年生 )
6 日 木 子ども移動図書館(国見小1年生 )
8 日 土 三屋裕子講演会・

バレーボール教室
みみずく「おはなし会」

行事のお知らせ

ふ
れ
あ
い
の
ひ
と
と
き

　

12
月
７
日
、
こ
ど
も
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
、
小
学
生
約
70
名

が
参
加
し
、
一
足
早
い
ク
リ
ス

マ
ス
気
分
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
全
員
で
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
で
盛
り
上
が
り
、
そ
の

後
は
、
人
形
劇
サ
ー
ク
ル
「
エ

プ
ロ
ン
」、
読
み
き
か
せ
「
み

み
ず
く
」
の
公
演
を
観
賞
し
、

国
見
っ
子
わ
ん
ぱ
く
広
場
指
導

員
、
国
見
民
話
の
会
の
皆
さ
ん

の
指
導
で
ク
リ
ス
マ
ス
の
オ
ー

ナ
メ
ン
ト
や
カ
ー
ド
作
り
を
し

ま
し
た
。
ま
た
５
・
６
年
生
は

シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
作
り
に
も
挑

戦
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
く
に
み
女
性
教
室
生

の
手
作
り
ケ
ー
キ
が
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
、
地
域
の
大
人
と
子
ど

も
達
と
の
、
楽
し
い
交
流
の
ひ

と
と
き
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

伊
達
市
お
よ
び
伊
達
郡
内
を

タ
ス
キ
で
繋
ぐ
「
第
32
回
伊
達

県
北
中

    

中
学
の
部
優
勝
！

地
方
一
周
駅
伝
競
走
大
会
」
が

12
月
1
日
、
川
俣
町
か
ら
伊
達

市
保
原
町
ま
で
の
12
区
間
49
・

9
㎞
の
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
一
般
の
部
10
チ
ー
ム
と

中
学
の
部
6
チ
ー
ム
が
参
加
し

て
健
脚
を
競
い
合
い
、
中
学
の

部
で
は
県
北
中
チ
ー
ム
が
優
勝

し
ま
し
た
。

　

県
北
中
チ
ー
ム
は
区
間
新
記

録
を
打
ち
出
し
た
第
1
区
の
髙

橋
香
澄
選
手
を
筆
頭
に
第
3
区

の
髙
橋
篤
輝
選
手
、
第
6
区
の

佐
藤
嵩
太
選
手
、
第
10
区
の
鈴

木
晴
馬
選
手
が
区
間
賞
を
獲
得

す
る
見
事
な
力
走
ぶ
り
で
優
勝

に
輝
き
ま
し
た
。

　

一
般
チ
ー
ム
は
第
3
区
の
酒

井
透
選
手
、
第
12
区
の
佐
藤
温

史
選
手
が
区
間
賞
を
獲
得
す
る

な
ど
健
闘
を
見
せ
第
6
位
と
な

り
ま
し
た
。

　

沿
道
か
ら
の
熱
い
声
援
に
、

選
手
た
ち
は
厳
し
く
吹
き
付
け

る
半
田
お
ろ
し
に
も
負
け
な
い

力
強
い
走
り
を
も
っ
て
こ
た

え
、
観
客
に
感
動
を
与
え
ま
し

た
。

　

当
町
で
は
国
見
ガ
ス
住
宅
設

備
株
式
会
社
前
に
第
9
中
継
所

が
設
営
さ
れ
、
町
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
、
町
体
協
役
員
・
加
盟

団
体
部
長
ら
が
中
継
所
運
営
に

あ
た
り
ま
し
た
。

力走する髙橋香澄選手（中央）

「ジャンケンゲーム、勝てるかな・・」

■日時　2月 2日日
　　　　午前 9時開会（午後４時終了予定）
■場所　観月台文化センター　第一和室
■対象　町内在住、在勤者、町内の小、中学生
　　　　国見町囲碁・将棋各同好会の会員
■定員　囲碁・将棋　各 30 名
■区分　囲碁・将棋ともＡクラス、Ｂクラス、
　　　　小中学生の部　参加費　一般 1,000 円・
　　　　小中学生 500 円　（昼食代含）
■表彰　町長杯、賞状、賞品、参加賞
■申込み方法　1月 24 日金まで生涯学習課に申
　　　　　　　込み下さい。（電話、メール可）
■主催　国見町
■主管　国見町囲碁同好会　国見町将棋同好会

第 22回　国見町長杯　
新春　囲碁・将棋大会

募集

◆三屋裕子講演会　『人生デザイナー』
期日　2月 8日土
時間　午前 10 時 30 分から（10 時 00 分開場）
場所　観月台文化センター　大研修室
◎入場無料。整理券は観月台文化センター窓口
にて 1月 17 日金より配布開始。
◆三屋裕子バレーボール教室
時間　同日午後 1時 30 分から午後 3時 30 分
場所　観月台文化センター　体育館
◎観覧自由
　元全日本バレーボール代表選手で、「国見女
性サポーター」で国見町を応援してくださる三
屋さんをお招きします。午前の講演会では「自

復興・絆　三屋裕子講演会
＆バレーボール教室

分の人生は、自分でデザイ
ンしていく」をモットーと
する三屋さんの人生への考
え方、生き方などについて
講演いただきます。
　午後のバレーボール教室
は、三屋さん他 2 名のアシ
スタントによるバレーボー
ルの実技講習を行います。
講習は中学生対象ですが、
観覧はどなたでもできます。

で
き
た
！

　

自
慢
の
マ
ジ
ッ
ク

　

町
民
講
座「
マ
ジ
ッ
ク
教
室
」

は
、
11
月
7
日
か
ら
12
月
5
日

の
毎
週
木
曜
日
夜
に
全
5
回
の

日
程
で
開
講
し
、
17
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

講
師
の
渡
邊
勝
則
氏
（
町
社

会
教
育
指
導
員
）
か
ら
、
実
演

指
導
を
受
け
な
が
ら
練
習
を
繰

り
返
し
、
不
思
議
と
驚
き
の
世

界
を
学
び
ま
し
た
。参
加
者
は
、

互
い
に
教
え
あ
い
な
が
ら
習
得

を
目
指
し
、教
室
の
後
半
で
は
、

参
加
者
の
マ
ジ
ッ
ク
発
表
も
行

な
わ
れ
る
な
ど
笑
顔
の
絶
え
な

い
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

新
た
な
発
見

「
ふ
る
さ
と
歴
史
教
室
」

　

11
月
23
日
、「
ふ
る
さ
と
歴

史
教
室
」（
全
5
回
）
の
第
1

回
は
、
森
江
野
町
民
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
、
約
60
名
が
参
加
し

ま
し
た
。「
福
島
市
の
神
社
彫

刻
と
沼
田
神
社
」を
テ
ー
マ
に
、

磯
崎
康
彦
氏
（
福
島
大
学
名
誉

教
授
・
美
術
史
）
よ
り
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

幕
末
に
建
立
さ
れ
た
沼
田
神

社
本
殿
の
見
事
な
彫
刻
が
何
を

意
図
す
る
の
か
、
詳
細
に
解
説

い
た
だ
き
、
儒
教
の
教
え
を
表

現
し
た
彫
刻
美
術
で
あ
る
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。

【
※
今
後
の
開
催
日
程
は
広
報

11
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
】

　　　　国見町文化財講演会
　　「阿津賀志山防塁の真相にせまるⅡ」
～源頼朝の戦略を大阪大学の川合康教授が講演します～

■日時　2月 1日土　午後 1時 30 分から 4時
■会場　観月台文化センター大研修室
■申し込み方法　1 月 29 日水まで電話かメールで生
　　　　　　　　涯学習課へ　

入場無
料

定員 1
00 人

講師（中央）の解説を聞く参加者

一人一人がマジシャン
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